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作業環境測定は有害物質の濃度や有害エネルギーなどの物理量を測定し作業
環境の評価を行うもので、環境改善のための工学的対策を講ずるための重要
な情報となる。種々の有害要因を減少させ、作業環境を適正に保ち、働く人々
の健康障害を防止するための作業環境管理の基本となるものである。また、
公共の建築物や学校などにおける揮発性有機化合物等の測定やダニ又はアレ
ルゲン検査、公衆浴場などのレジオネラ属菌検査は化学物質や細菌等により
健康を害することがないように管理が求めれられている。

■実施状況
平成２０年の世界的な経済不況により、測定件数は
前年より１０％ほど減少している。作業環境測定（労
働安全衛生法第６５条によるもの又は準ずる測定）
を実施した事業場は延べ４６６事業場であった。延
単位作業場所は１，４５５箇所（前年１，５８８）で、その
管理区分の内訳は、第１管理区分（作業環境管理
が適切である）が１，０３０箇所（７０．８％）、第２管理
区分（作業環境管理になお改善の余地がある）が
１７５箇所（１２．０％）、第３管理区分（作業環境管理
が適切でない）が２５０箇所（１７．２％）である。第
２・第３管理区分を併せた４２５箇所（２９．２％）は、
作業方法の改善や工学的対策などの作業環境改善
が必要となる。

測定項目別にみると、粉じん、特定化学物質及び
騒音の第２・第３管理区分の割合が高く、特に特
定化学物質は３１．１％と前年（１６．５％）より１５％高
くなった。新規に行われたホルムアルデヒド取扱
い場所の影響が大きい。また、労働安全衛生法第
６５条によらない測定（管理濃度等が設定さていな
い物質、環境改善のための測定など、評価基準に
よる評価をしない測定）があり、その他の項目と
しての件数は１７２件で昨年より２９件増加した（表
１，２）。

作業環境測定以外の環境測定では、室内空気環境
中の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）や石綿粉じん測
定、学校環境衛生基準によるダニまたはダニアレ
ルゲン検査、公衆浴場等のレジオネラ属菌検査を
実施した（表３）。

■作業環境測定において実施している主な採取・分析方法

環境調査

対象項目 採取方法 分析方法

有機溶剤
固体捕集法 ガスクロマトグラフ法

検知管法

粉じん
相対濃度指示方法

ろ過捕集法 重量分析法

金属
ろ過捕集法

原子吸光光度法
液体捕集法

ろ過捕集法
重量分析法，

液体クロマトグラフ法
特定化学物質

検知管法

液体捕集法 吸光光度法
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表１ 測定件数・項目別事業場数・単位作業場所数

＊１：作業環境測定の結果の評価等に用いた測定点総数
＊２：測定項目ごとの実施事業場延数（総数は１項目以上の実施事業場延数。ただし、その他の項目を除く）
＊３：作業環境測定結果の評価を実施した延単位作業場所の項目ごとの場所数（単位作業場所：作業環境測定結果の及ぶ範囲）
＊４：各項目における管理区分ごとの単位作業場所数及び割合（割合は計算上、合計が１００％にならない場合がある）
＊５：作業環境測定であるが、結果の評価を実施しなかった測定の総件数及び事業場延数（分析のみの測定を含む）

表２ 管理区分と管理区分に応じた講ずべき措置

表３ 作業環境測定以外の環境測定実績

（安衛法第６５条の２第１項）

（ ）内は％

名 称 根拠となる法令等 物質名等 測定件数

計 ２１２

揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の

室内空気環境測定

官庁営繕部における平成１５年度

からのホルムアルデヒド等の室

内空気中の化学物質の抑制に関

する措置について

ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，

トルエン，キシレン，エチルベンゼン，

スチレン

０

学校環境衛生基準
ホルムアルデヒド，トルエン，

キシレン，ｐ‐ジクロロベンゼン
１６１

室内空気環境中の石綿測定 石綿粉じん ４

ダニまたはダニアレルゲン検査 学校環境衛生基準 ダニアレルゲン ４０

レジオネラ属菌検査

公衆浴場法および同法施行条例，

旅館業法および同法施行条例に

基づく検査

浴槽水中のレジオネラ属菌 ７

区 分

（測定項目）

測定件数

＊１

測定実施事業場

延数＊２

延単位作業場

所数＊３

延単位作業場所の管理区分内訳（割合％）＊４

第１管理区分 第２管理区分 第３管理区分

計 １２，４９６ ４６６ １，４５５ １，０３０（７０．８） １７５（１２．０） ２５０（１７．２）

粉じん（石綿を除く） ４，５５４ １５３ ４２１ ２８８（６８．４） ３９ （９．３） ９４（２２．３）

特定化学物質 １，３７８ １３２ ２１２ １４６（６８．９） １６ （７．５） ５０（２３．６）

金 属 ３７０ ２５ ５５ ４６（８３．６） ８（１４．５） １ （１．８）

鉛 ８８ １０ １４ １４（１００．０） ０ （０．０） ０ （０．０）

有機溶剤 ４，１３０ ２６８ ６０９ ４９１（８０．６） ７２（１１．８） ４６ （７．６）

騒 音 １，８０４ ３５ １４４ ４５（３１．３） ４０（２７．８） ５９（４１．０）

その他＊５ １７２ ２５

管理区分 作業場の状態 講ずべき措置

第１管理区分
当該単位作業場所のほとんど（９５
％以上）の場所で気中有害物質の
濃度が管理濃度を超えない状態

現在の管理の継続的維持に努める

第２管理区分
当該単位作業場所の気中有害物平
均が管理濃度を超えない状態

施設、設備、作業工程又は作業方法の点検を行い、その結果に基
づき、作業環境を改善するため必要な措置を講ずるよう努める

第３管理区分
当該単位作業場所の気中有害物質
平均が管理濃度を超える状態

①施設、設備、作業工程又は作業方法の点検を行い、その結果に
基づき、作業環境を改善するため必要な措置を講ずる

②有効な呼吸用保護具の使用
③健康診断の実施その他労働者の健康の保持を図るため必要な措
置を講ずる
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赤ちゃんの病気の中には、新生児期のうちに発見し治療を行うことで心身障
害の発症を防止し、命の危険を回避することができるものがある。当協会で
は、岩手県の委託を受け６つの病気を対象とした先天性代謝異常検査の実施
と、岩手県医師会の委託を受けて胆道閉鎖症マススクリーニング検査結果の
集計を行っている。いずれも早期発見・早期治療を目的としたものである。

１．先天性代謝異常検査

■実施状況
平成２１年度の先天性代謝異常検査人数は１１，０２５人
であった。再採血（２回目）検査人数は３１９人、
再々採血（３回目）検査人数は１９人であった（表
１）。

精密検査対象者数は４４人（全体の０．３９％）で、内
訳はアミノ酸代謝異常検査１人、ガラクトース血
症検査７人、先天性甲状腺機能低下症検査２８人、
先天性副腎過形成症検査１６人、先天性甲状腺機能
低下症検査と先天性副腎過形成症検査の複数項目
が８人であった。当協会では再採血（２回目）以
降の検体についても再検対象項目に関わらず、初
回採血同様に全項目検査を実施している。その結
果、精密検査対象となったのは９人であった。内
訳は、先天性甲状腺機能低下症検査が８人、先天
性副腎過形成症検査が１人であった。

精密検査対象者４４人について医療機関に診断名等
を追跡調査したところ、３５人の回答を得た。診断
結果内訳を表２に示した。このうち、確定診断名
の回答があったのは６人で（Ｈ２２．１２月現在）、先
天性甲状腺機能低下症（クレチン症）が４人（初
回採血検査人数の０．０３６％）、２１－水酸化酵素欠損
症（単純型）が２人（同じく０．０１８％）であった。
２１－水酸化酵素欠損症（単純型）と診断された１
人は、初回検査において２１－水酸化酵素欠損症の
スクリーニング検査値は正常であった。他の項目
のスクリーニング検査で所見が見られ“再採血”
となり、再採血検査で全項目を検査したことが発
見につながった症例であった。この症例は、低体
重児であり、生後早期の検査では経腸栄養が不十
分であったり生理調節の未熟性などにより検査値
に現れなかったものと推測された。

■検査方法
生後４～６日の間に足の裏（踵）から極少量の血
液を採取し、アミノ酸代謝異常であるフェニール
ケトン尿症・楓糖尿症・ホモシスチン尿症とガラ
クトース血症、先天性副腎過形成症、先天性甲状
腺機能低下症の６つの病気について次の方法に
よって検査を実施した。

アミノ酸代謝異常：高速液体クロマトグラフィー
ガラクトース血症：ガラクトース脱水素酵素・

マイクロプレート法
先天性副腎過形成症：酵素免疫測定法
先天性甲状腺機能低下症：酵素免疫測定法

表１ 検査成績

※［ ］：低体重児であり、２回目以降の検査で全項目の検査を実施したことで、新たに所見のあった人数

母子保健

（ ）内は％

初回採血 内訳
初回採血検体検査人数 １１，０２５人

アミノ酸代謝異常 ガラクトース血症
先天性甲状腺
機能低下症

先天性副腎
過形成症

初 回
正 常 １１，０１９（９９．９５） １０，９０３（９８．８９） １０，８９２（９８．７９） １０，９３４（９９．１７）
要 再 採 血 ５（０．０５） １１９（１．０８） １２１（１．１０） ８９（０．８１）

（１回目） 要精密検査 １（０．０１） ３（０．０３） １２（０．１１） ２（０．０２）

再 採 血
正 常 ３（０．０３） １１４（１．０３） １１２（１．０２） ６７（０．６１）
要 再 採 血 ０ ※［１］ ０ ０ ※［１６］ ７（０．０６）

（２回目） 要精密検査 ０ ４（０．０４） ８（０．０７）※［５］ １１（０．１０）※［１］

再々採血
正 常 ０ ０ ０ ５（０．０５）
要 再 採 血 ０ ０ ※［１］ ０ ０

（３回目） 要精密検査 ０ ０ ０ ※［３］ ２（０．０２）
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表２ 診断名内訳

２．胆道閉鎖症マススクリーニング検査

■実施状況
平成２１年４月～２１年３月までの出生児数は９，８１９
人であった。スクリーニングを受診した乳児は
８，７６８人、受診率８９．３％であった。出生児は年々
減少する一方だが、受診率はここ数年９０％前後を
保っている。

一次スクリーニングの結果、２８人が二次の対象と
なった。そのうち、３次スクリーニングの対象と
なった出生児数は昨年同様０であった。

胆道閉鎖症の発生率は出生７，９００人に対して１人
と言われている。早期に診断し、生後６０日以内に
手術を受ければ良好な予後が期待される。

■検査方法
保護者の方が便の色を調べ、見本の色調と比較し
て用紙に記入、１ヶ月健診の際に担当医師へ提出
する。健診医により記載された色調を確認し、ス
クリーニングを実施する。

表 検査成績

※［ ］：低体重児であり、２回目以降の検査で全項目の検査を実施したことで、新たに所見のあった人数

〈 〉内は人数、（ ）内は％

図．出生児数およびスクリーニング受診率の年度別推移

出 生 児 数 ９，８１９
検 査 人 数 ８，７６８（８９．３）

１次スクリー
ニング陽性者

２８

２次スクリー
ニング結果

・異常なし
〈２１〉

・一過性胆汁
うっ滞症

〈１〉

・ウイルス性
肝障害

〈１〉

・生理的黄疸
〈２〉

・確認中
〈１〉

・結果記載なし
〈２〉

３次スクリー
ニング対象者

０

診 断 名 件 数

計 ３５

ガラクトース高値 １

一過性ガラクトース血症 ３

クレチン症 ４

クレチン症 未確定 ２

クレチン症疑い ４

クレチン症疑い・副腎過形成症疑陽性（低体重児による一過性） ※［１］

一過性甲状腺機能低下症 ３※［１］

一過性甲状腺機能低下症・副腎過形成症疑陽性（低体重児による一過性） ※［５］

２１－水酸化酵素欠損症 単純型 １

２１－水酸化酵素欠損症 単純型・一過性甲状腺機能低下症 ※［１］

副腎過形成症疑陽性（低体重児による一過性） ２

その他 １

正常 ５※［１］
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１．健診の事後措置

■集団健診の対応

各団体が主催する事後指導会で、健診の結果説明の依頼を受け対応した。

平成２１年度の依頼数は、３４団体、１１４回であった。

■一日人間ドックの対応

診察終了後、保健師・管理栄養士による個別相談を実施した。

平成２１年度実施数は、保健指導９，７３３名、栄養指導６，４６９名であった。ミニ栄養講話も実施した。

■レディースドックの対応

診察終了後、保健師・管理栄養士による個別相談を実施した。

平成２１年度実施数は１１６名であった。

■専門ドックの対応

後日専門医による結果説明終了後、希望者へ保健師・管理栄養士による個別相談を実施した。

平成２１年度実施数は、保健指導１４２名、栄養指導９２名であった。

■労災保険二次健康診断の対応

二次健康診断対象者へ保健指導を実施した。

平成２１年度実施数は４３０名であった。

２．定期健康相談事業

事業所が職員の健康管理や健康教育のため、外部の専門機関に保健師派遣を委託する。当協会はその受

け皿として事業所と委託契約を締結し、保健師を定期的に派遣している。

平成２１年度、４団体へ計４７回派遣した。

【事業内容】

・事業所職員の健康管理、健康教育

・日常の健康相談、保健指導

・健康診断の事後措置

・必要に応じ職場の巡回、環境管理のためのアドバイス、衛生委員会への参加など、産業医、事業主、

衛生管理者等と密接な連携のもとに行う。

表１ 団体内訳

健康支援

表２ 職種・部門別内訳 回

職 種 地域部門 産業部門 学校部門

計 １２ １０１ １

保 健 師 １１ ４１ ０

管 理 栄 養 士 １ ３３ １

健康運動指導士 ０ １３ ０

臨 床 心 理 士 ０ １４ ０

団 体 団体数 回 数

計 ３４ １１４

市 町 村 ２ １２

事 業 所 ３１ １０１

学 校 １ １
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３．相談員派遣

岩手産業保健推進センターにおける産業保健相談業務（産業衛生工学）の相談員として、平成２１年度は

６３回派遣した。

４．電話相談

当協会で実施している健康診断結果・検査等に関する相談や地域医療機関への情報提供等５５７件の電話

相談に対応した。

５．講演会講師派遣

平成２１年度の派遣協力は、４３団体１４３回であった。テーマは、「メタボリックシンドロームの予防」が中

心であった。

表 団体内訳

表１ 団体内訳

表２ 職種別内訳 人

団 体 件 数 主 な 内 容

計 ５５７

市町村 ２９９ 結果の意味・受診医療機関の選択

事業所 ２４５ 結果の意味・受診医療機関の選択

学 校 １３ 結果の意味

団 体 団体数 回 数 主 な テ ー マ

計 ４３ １４３

市 町 村 １２ ４９ ウォーキング・メタボリックシンドロームの予防

事 業 所 ２８ ９１ 作業環境管理・運動の必要性・メタボリックシンドロームの予防

学 校 ３ ３ 卒業後も健康な生活をするために

職 種 地域部門 産業部門 学校部門

計 ４９ ９１ ３

保 健 師 ２ ２０ ３

管 理 栄 養 士 ６ ５ ０

健 康 運 動 指 導 士 ３６ １９ ０

臨 床 心 理 士 ０ ２７ ０

労働衛生コンサルタント ０ ２０ ０

医 師 ０ ０ ０

そ の 他 ５ ０ ０
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６．特定保健指導

平成２１年度より開始された特定保健指導の初回面接実施団体は、１８団体であった。実施人数は、動機付

け支援１，０４３人、積極的支援１，７７５人、合わせて２，８１８人であった。

７．諸催事の協力

平成２１年度催事への協力は、１２団体５１回であった。

８．乳房自己検診法指導

この指導は、乳房の模型を用いて「シコリ」に触れ、自分で見つけることができることを実際に体験さ

せるものである。月１回の自己検診が、乳がんの早期発見に結びつくことを受診者に理解いただくため、

乳がん検診の待ち時間等を利用して行っている。平成２１年度は、３団体へ２６回指導した。その他に、一

日人間ドック受診時に昼の空き時間を利用して、乳房自己検診法を指導している。

９．研修会等開催

健康教育研究会、ＶＤＴ作業管理者講習会、基本健康診査従事者講習会および健康教育セミナーを開催

した。詳細は次項『諸行事』「研修会等の開催」参照。

１０．健康げんき倶楽部

会員制のヘルスサポートシステムで、健康度評価・血液検査後、保健師・管理栄養士・運動指導士によ

る健康づくりを全面的にサポートしている。会員は、トレーニング施設「気良楽（きらら）」の利用が

可能である。平成２２年３月現在の会員数は２２６名である。

表 部門別内訳

表 団体内訳

人

団 体 団体数 回 数 主 な 内 容

計 １２ ５１

市 町 村 ０ ０

事 業 所 １２ ５１ 体力測定等

区 分 地域部門 産業部門

計 １９８ ２，６２０

動機付け支援 １５５ ８８８

積極的支援 ４３ １，７３２
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１１．教材貸出

学校向け、一般向け、事業所向けと各種様々な内容のビデオ・ＣＤやパネルの貸出を行っている。

平成２１年度、ビデオ・ＣＤ、パネル類あわせて６０件貸出した。

●主な貸出教材

【ビデオ・ＣＤ】 【ヘルスパネル】

「食事で改善！生活習慣病」 「健康と喫煙」

「ＶＤＴ作業の健康チェック」 「肺がん」

「ＶＤＴ症候群の予防と対策」

●教材頒布

結核図書 ４５９冊

表 団体内訳

団 体 計 ビデオ・ＣＤ パネル

計 ６０ ３４ ２６

市町村 １８ ２ １６

事業所 ２３ １９ ４

学 校 １９ １３ ６
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１．検診事業

部門別事業報告（学校保健・地域保健・産業保健）に記載

２．複十字シール運動の展開

複十字シール運動は結核対策事業資金造成のための募金活動である。当協会ではＮＰＯ法人岩手県地域

婦人団体協議会と共同で運動を展開している。

運動期間：平成２１年８月１日～１２月３１日

後 援：岩手県、岩手県議会、岩手県市長会、岩手県市議会議長会、岩手県町村会、岩手県町村議会

議長会、岩手県保健所長会、岩手県教育委員会、岩手県ＰＴＡ連合会、岩手県医師会、岩手

県歯科医師会、岩手県薬剤師会、岩手県看護協会、岩手県放射線技師会、岩手県臨床衛生検

査技師会、ＪＡ岩手県中央会、ＪＡ岩手県信連、ＪＡ岩手県厚生連、ＪＡ全農いわて、ＪＡ

共済連岩手、岩手県国民健康保険団体連合会、岩手労働基準協会、岩手日報社、ＩＢＣ岩手

放送、テレビ岩手、岩手めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、エフエム岩手、ＮＨＫ盛岡放送

局

実 績：大型シール ５０５枚（ ４７１枚）※（ ）内平成２０年度

小型シール ２７，８７５枚（ ２６，５６１枚）

募金総額 ３，４３２，３４６円（３，４３２，４１６円）

内岩手県地域婦人団体協議会の実績

２，６０９，０００円（２，６０９，０００円）

３．普及啓発、広報活動

■新聞掲載による普及啓発

掲載日：平成２１年９月２４日（木）

媒 体：岩手日報朝刊 社会面

内 容：結核予防週間告知、前年度シール募金報告

■結核予防週間（９月２４日～３０日）における街頭キャンペーン

名 称：「盛岡市保健所フェスタ２００８」における「結核撲滅ＰＲコーナー」

日 時：平成２１年９月２６日（土）

場 所：盛岡市保健所

主 催：盛岡市

協 力：ＮＰＯ法人岩手県地域婦人団体協議会、

盛岡市地域女性団体協議会

内 容：複十字シール募金、普及啓発グッズ配布、パネル・ポスター展示

結核予防
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■ポスター・チラシ等の配布

配布場所：市町村、教育委員会、保健所、県立病院、公共施設など

■広報誌の配布

『健康いわて』第２４６号～第２５１号（財団法人岩手県予防医学協会発行） 隔月３，４００部

『複十字』 №３２７～３３２ （財団法人結核予防会発行） 隔月 ４００部

『健康の輪』 （全国結核予防婦人団体連絡協議会発行） 年３回１１０部

４．各種会議、研修事業

会 議 、 研 修 会 名 開 催 日 開 催 地 参加人数

結核予防会保健指導システム説明会

結核予防会放射線学科研修夏期コース

東北地区結核予防婦人団体幹部研修会

結核予防会東北・北海道ブロック会議

結核予防会胸部画像精度管理研究会

第３１回結核予防会事務職員セミナー

ＪＡＴＡ健康ネットワーク事業推進委員会シス
テム・健診部会

結核予防会研究協力者連絡会議

結核予防会、日本対がん協会共催乳房超音波研
修会

結核予防会全国支部事務局協議会総会

診療放射線技師研修会

第６１回結核予防全国大会

健康支援者事例検討会

平成２１年７月９～１１日

８月２０日

１１月１２～１３日

１１月２６日

１２月１０～１１日

１２月１４～１６日

１２月１６日

平成２２年２月２０日

２月２０～２１日

２月２５日

３月１０～１２日

３月１８～１９日

３月２６日

神奈川県

東 京 都

宮 城 県

宮 城 県

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

鳥 取 県

東 京 都

１名

１名

２名

４名

１名

１名

１名

１名

１名

１名

１名

３名

１名
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１．理事会、評議員会、監事会等の開催 ［開 催 日］

� 理事会
■第１回理事会 ［平成２１年６月１１日］

理事の辞任、就任についての報告および、平成２０年度の事業報告・決算報告、公益財団法人への移行

について審議、議決された。
■臨時理事会 ［平成２１年１２月２８日］

公益財団法人移行後の最初の評議員選任方法、評議員選定委員会運営規則について審議、議決された。
■第２回理事会 ［平成２２年３月１６日］

理事・監事の選任についての報告および、平成２１年度収支補正予算、公益財団法人移行申請、平成２２

年度収支予算（案）について審議、議決された。

� 評議員会
■第１回評議員会 ［平成２１年６月９日］

理事の辞任についての報告および、理事の選任、平成２０年度の事業報告・決算報告、公益財団法人へ

の移行について審議、承認された。
■第２回評議員会 ［平成２２年３月１１日］

平成２１年度収支補正予算、公益財団法人移行申請、平成２２年度事業計画（案）、平成２２年度収支予算

（案）および、理事・監事の選任について審議、議決された。

� 監事会
■第１回監事会 ［平成２１年５月２６日］

組織運営、平成２０年度事業報告書・決算報告書や法人の財産状況、理事の業務執行状況について監査

を受け、適正かつ不備がないことを認められた。
■第２回監事会 ［平成２１年１１月２０日］

平成２１年度上半期組織運営、予算執行状況、事業進捗状況について定期監査を受け、適正かつ順調で

あることを認められた。また、法人財産の状況、理事の業務執行状況についても不備がないことを認

められた。

２．学術専門委員会、小委員会の開催 ［開 催 日］

� 学術専門委員会
■先天性代謝異常等検査専門委員会 ［平成２１年４月２７日］
■ウイルス肝炎対策専門委員会 ［ 〃 １１月１４日］
■眼底検査専門委員会 ［平成２２年２月２５日］
■乳がん検診専門委員会 ［ 〃 ３月３日］
■脊柱側弯検診専門委員会 ［ 〃 ３月８日］
■呼吸器系検診専門委員会 ［ 〃 ３月１７日］

� 小委員会
■脳ドック小委員会 ［平成２１年７月２３日］
■心臓検診小委員会 ［平成２２年３月２日］
■ＣＲ・ＣＴ検診小委員会 ［ 〃 ３月３０日］
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３．関係者、関係機関との打ち合わせ、懇談会等 ［開 催 日］

■マンモＣＡＤシステム説明会 ［平成２１年６月１１日］
■胃部読影検討委員会 ［ 〃 ７月２７日］
■ＣＲ検診実施市町村意見交換会 ［平成２２年３月８日］
■胃部読影委員会 ［ 〃 ３月１１日］
■県南センター胃部読影検討会 ［ 〃 ３月１９日］

４．関係機関担当者会議の開催 ［開催日、開催地、参加人数］

■平成２１年度市町村健康推進担当部課長会議及び平成２１年度市町村・ＪＡ健康推進担当部課長会議

［平成２１年１０月２８日、盛岡市、１３０人］

行政報告：「特定健康診査・特定保健指導の課題および対応策」

岩手県保健福祉部 保健衛生課 主 査 千田 邦博

「介護予防（生活機能評価）の現状と課題について」

岩手県保健福祉部 長寿社会課 主 査 琵琶坂 和江

事業説明：平成２０年度健診・検査実施状況

平成２０年度健診・検査実施及び予約状況

平成２１年度住民健診有所見率

平成２２年度健診・検査実施及び予約状況

平成２１・２２年度健診実施状況比較（４月～８月）

平成２２年度事業計画について

特定保健指導について

報告事項：平成２０年度活動報告について

協議事項：平成２２年度事業計画について

講 演：「こころの時代 ～うるおいのある地域社会をめざして～」

岩手県立大学 社会福祉学部 福祉臨床学科長

教 授 青木 慎一郎

■平成２１年度学校保健連絡会議 ［平成２１年１１月１９日、盛岡市、１２５人］

報告事項：平成２０年度学校保健分野健診・検査実施状況報告

協議事項：平成２２年度学校保健事業計画骨子（案）

平成２２年度変更事項

講 演：「メタボリックシンドロームと小児肥満」

岩手県立中央病院診療部 小児・周産期センター長（兼）救急医療部

次 長 前多 治雄

■平成２１年度保健活動検討会 ［平成２２年３月８日、盛岡市、１７０人］

報告事項：平成２０年度健診結果・追跡調査結果

平成２１年度健診・検査実施状況

平成２２年度地域事業計画骨子

行政報告：「健康増進事業について」

岩手県保健福祉部 保健衛生課 主 査 千田 邦博
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「介護予防事業について」

岩手県保健福祉部 長寿社会課 主 査 琵琶坂 和江

事業説明：平成２０年度特定保健指導の実施状況

次期健診システムの概要

講 演：「保健指導《今》やるべきこと、《明日》への期待」

あいち健康の森健康科学総合センター

センター長（兼）健康開発部長 津下 一代

５．研修会・講演会等の開催 ［開催日、開催地、参加人数］

■ＶＤＴ作業管理者研修会 ［平成２１年７月１日、盛岡市、１６人］

テーマ：「管理者の役割と心構え」「労働衛生管理の概論」

財団法人岩手県予防医学協会 阿部 千恵子

「ＶＤＴ作業の健康への影響と健康管理」

岩手大学 保健管理センター 教 授 立身 政信

「作業環境管理・作業管理」「ＶＤＴ機器及び作業環境の維持管理」

財団法人岩手県予防医学協会 港 真里

「ＶＤＴ作業従事者に対する労働衛生教育の方法」

財団法人岩手県予防医学協会 高橋 るり子

■第２５回健康教育研究会 ［平成２１年７月２３日、盛岡市、３９人］

テーマ：「食と健康を支えるコミュニケーション力」～食コーチングの視点から～

パルマローザ 主宰 景山 なお子

■学術講演会

テーマ：「乳がんに負けないために」 ［平成２１年９月２７日、金ケ崎町、７０人］

講 演：「乳がん検診と薬物療法について」

岩手県立胆沢病院 乳腺外科長 竹花 教

テーマ：「肝疾患診療ネットワーク研修会」 ［平成２１年１１月１４日、盛岡市、５５人］

講 演：「ウイルス性肝炎の現状と対策について」

あべ菜園内科クリニック 院 長 阿部 弘一

「ＩＦＮ治療と、その後のフォローをどうするか」

岩手医科大学内科学講座消化器・肝臓内科分野 助 教 宮坂 昭生

基調講演：「岩手県のウイルス肝炎対策の歩み －検査の開始から肝炎対策まで－」

広島大学名誉教授

医療法人広島健康会アルパーク検診クリニック 名誉院長 吉澤 浩司

■健康教育セミナー ［平成２２年１月８日、盛岡市、３２人］

テーマ：「子供のやる気と可能性を引き出すコーチング」

ＰＨＰ認定 上級ビジネスコーチ 平野 順子

■第１４回医用超音波基礎講習会 ［平成２２年１月９日、盛岡市、４９人］
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■特定健康診査等従事者講習会 ［平成２２年２月１７日、盛岡市、７０人］

講義・実習：「腹囲測定について」

財団法人岩手県予防医学協会 金野 はるみ

畠山 香

箱崎 千都子

河辺 郁子

川村 洋子

「胸部ＣＴ（内臓脂肪）について」

財団法人岩手県予防医学協会 藤原 幸治

釜沢 政慶

講 演：「脂肪について ～メタボリック症候群対策として～」

岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座 講 師 大澤 正樹

６．普及啓発および広報活動（再掲）

� 普及啓発活動
■結核予防週間における街頭キャンペーン、新聞広告掲載、市町村健康まつりへの協力
■ポスター・チラシ等の配布

� 広報活動
■広報誌の配布

『健康いわて』第２４６号～第２５１号（財団法人岩手県予防医学協会発行） 隔月３，４００部

『複十字』 №３２７～３３２ （財団法人結核予防会発行） 隔月 ４００部

『健康の輪』 （全国結核予防婦人団体連絡協議会発行） 年３回１１０部

７．結核対策マネージメント指導者育成コース訪日団の受け入れ ［受入期間、人数］

訪問先と主な研修内容 ［平成２２年６月２日～５日、２０人］
■岩手県庁

表敬訪問、岩手県の保健行政について研修
■花巻市

住民健診見学
■平泉町

町の保健行政概要について研修
■岩手県央保健所

岩手県央保健所の業務内容について研修

施設見学
■国立病院機構盛岡病院

病院概要説明

施設見学
■岩手県予防医学協会

業務概要説明

施設見学
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８．中国地域保健農村生活改善研修訪日団の受け入れ ［受入期間、人数］

訪問先と主な研修内容 ［平成２１年１１月８日～１３日、１５人］
■岩手県庁

表敬訪問、岩手県の保健行政について研修

岩手県農林水産部で農業技術、農村生活改善等の概要研修
■西和賀町

町の保健活動について研修

長瀬野地区新生活運動について研修

農協取り組み、農業施設視察等の研修

沢内病院見学
■遠野市

夢を咲かせる女性の会における研修
■宮守川上流生産組合

集落営農の実践について
■岩手中央農協

農家見学
■花巻市

住民健診活動見学
■岩手県予防医学協会

９．職員研修 ［実施回数、参加人数］

■内部研修会の実施

交通安全講習会（新人職員、新採用臨時職員） ［ ２回、６３名］

安全運転講習会（本所にて） ［ ２回、２７０名］

（県南センターにて） ［ １回、６４名］

中堅職員研修会 ［ ２回、１１０名］

第３０回研究発表会 ［ １回、１４２名］

講 演：「乳がん検診の動向 －岩手県でより多くの乳がん死を減らすために－」

岩手県立中央病院 乳腺甲状腺外科長 大貫 幸二
■外部研修会への参加

〈主催別内訳〉

財団法人予防医学事業中央会関係研修会 ［ ５回、１３名］

財団法人結核予防会関係研修会 ［ ６回、 ６名］

全国労働衛生団体連合会関係研修会 ［１３回、３５名］

日本作業環境測定協会関係研修会 ［ ７回、 ９名］

その他 ［１１２回、２３８名］

〈職種別内訳〉

医師関係 ［ ６回、 ６名］

保健師関係 ［ ５回、 ６名］

臨床検査技師関係 ［３６回、５２名］

放射線技師関係 ［２０回、３５名］

作業環境測定士関係 ［ ８回、１０名］
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看護師関係 ［ ４回、 ６名］

栄養士関係 ［ ２回、 ２名］

事務関係 ［６２回、１１９名］

１０．研究発表等 ［開催日、開催地］

■作業環境測定事例研究発表会 ［平成２１年６月２６日、宮城県］

『新旧管理濃度による測定結果評価の比較 －管理濃度改正を受けて－』 小笠原 雄太

■日本消化器がん学会 第４７回東北地方会 ［平成２１年７月１１日、福島県］

『経腹超音波検査により偶発的に発見された卵巣腫瘍の検討』 佐藤 務

■第６８回日本公衆衛生学会総会 ［平成２１年１０月２０～２４日、奈良県］

『血清γ－ＧＴＰ値と総死亡リスクならびに脳卒中発症リスクについての関連』 久保 祐子

■第９６回岩手腹部超音波研究会 ［平成２１年１０月２３日、盛岡市］

『人間ドックで経年的に腫瘍径の増大を示した腎腫瘍の１例』 佐藤 務

■日本超音波検査学会 第１１回東北地方会 ［平成２１年１２月６日、宮城県］

『乳房超音波検診の要精査基準に関する検討』 相馬 明美

■第２０回日本疫学会総会 ［平成２２年１月９～１０日、埼玉県］

『１年間の体重変化が血清脂質に与える影響』 斗成 陽子

■第４４回予防医学技術研究会議 ［平成２２年２月１９～２０日、千葉県］

『慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）早期発見に向けた取組み』 穴沢 真由美

『腹囲測定手技の問題と対策』 畠山 香

■第２１回岩手公衆衛生学会学術総会 ［平成２２年２月２０日、盛岡市］

『慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の判定基準とＣＯＰＤ質問の基礎的検討』 本堂 千津子

■日本消化器がん検診学会 東北地方会超音波部会 第６回東北セミナー

［平成２１年３月１３日、宮城県］

『腹部超音波検査で判断に苦慮した卵巣のう腫の一例』 金子 義則

『腹部超音波検査で経験した後腹膜腫瘍の二例』 山田 毅彦

『腹部超音波検査にて検査中に水腎症所見が一例』 半田 有希

■論文 ［予防医学ジャーナル研究論文集より］

『乳がん自己検診の実施率向上をめざして

－疑似乳房を用いたアンケート調査結果から－』 三浦 由美

１１．事業年報の発行

■平成２０年度事業年報 Vol．３８の発行 ２，０５０部
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１２．各種表彰の受賞

■財団法人予防医学事業中央会関係

平成２１年１０月１日、予防医学事業推進全国大会の席上で齋藤学、腰山誠が奨励賞を受賞
■社団法人全国労働衛生団体連合会関係

平成２１年５月２５日、平成２１年度全衛連通常総会の席上で小山富子が功績賞を受賞

平成２２年３月２６日、平成２１年度第２回全衛連通常総会の席上で今野拓夫が功績賞を、山口ゆかり、藤

原幸治が奨励賞を受賞
■その他の団体

平成２１年１０月３１日、第５０回東北医学検査学会席上で松井清隆が功労賞を受賞
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